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はじめに

熱研調査情報部では、昭和61年度より昭和63年度にわたり、アフリカに関する

緊急調査を行い、第11回熱帯農業専門分野別研究会 (1989.1.27.) において、熱

アフリカの農業をテーマとして検討を行った（熱研集報 No.67,1990疇 12.〉。

熱研の 20周年記念行事 (1990.6.11.) において、小倉武一顧間は、最近地球

境問題がクローズアップされてきたが、貧困・飢餓問題の解決は依然重要であ

るとし、アフリカ研究の重要性を指摘された。アジアは経済発展が著しいので、

アフリカに力点を移してはどうかというのである。

熱研も創立以降、東南アジアからラテンアメリカ、アフリカに活動の領域

てきており冷現在、アフリカに派遣している研究者は、 IRLADに 1名、 II'『A

に 1名、計 2名である。

国際協力事業団ではケニア、

ており、京都大学にアフリカ

対する関心は高まっている。

タンザニア、

センター

ナイジェリアはどで協力事菓を進め

されるなど、日本のアフリカに

最近特に注目される動きは、農用地整備公団、農林省構造改善局、民間企業に

よるサヘル地域における「緑の防衛帯」構想の開始である。この機会を捉え、ニ

ジェール河周辺諸固における砂漠化の現状、潅漑事業と植林事業の現状及び作物

究の現状を知り、各国の熱研に対する共同研究の要請の有無を知る目的で
-1-
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調査は盗難事件にあったり、 マラリアにかかるなど困難な場面もあったゲ、

け入れ機関の好意に恵まれて、

関係諸氏に厚くお礼申し上げる。

期の調査日程を完了できた。ご協力いただいた

平成 2年度の熱研の国際研究企画検討会における議論では、アフリカヘの派遣

はまだ多大の困難を伴うこと、まず国際研究機関に派遣することが現実的である

こと、社会経済的な背景理解が重要であることなどが議論されている。

今後アフリカに対する協力は広がることと思われるので、本報告がなんらかの

参考となれば幸いである。

なお西アフリカに関する報告として、既に内山泰孝「西アフリカ内陸 3国の農

業と農業研究」が熱研集報 67号に掲載されており、また御子柴晴夫、内山泰孝

による「アフリカ緊急調査報告書（西アフリカ 5ケ国）」が熱研資料として近刊

の予定である。これらの報告には気象、農業、研究組織などの豊富なデータが記

載されているので、参照して頂きたい。



1 . 調査の概要

(1)出張者、出張目的等

所属唸氏

熱帯農業研究センター調査情報部 研究技術情報官 濱村邦夫

熱帯農業研究センター企画連絡室

海外研究交流科主任研究官 北村義信

森林総合研究所林業経営部遠隔探査研究室長 沢田治雄

出張期間 ：平成 2年 9月 3日~9月30日まで (28日間） （濱村、沢田）

平成 2年 9月 3日~9月24日まで (22日間） （北村〉

出張国名 ：イタリア、こゾ l-JJ,,、マリ']-トゾ*''了-)ii、スバイツ （濱村、沢田）

（北村）イタリ了'::ーツ'rJし、マリ、]-トッ‘、ポ 了-iv

出張目的 ：西アフリカにおける農林業の特性解明調査

調査内容

〈1)西アフリカにおける稲及び畑作物の

育種、栽培技術改良の現状と問題点（濱村）

(2)ニジェール河流域の水資源利用の現状、稲作及び畑作の

潅漑施設にかかわる技術的問題についての調査（北村）

(3)サヘル地域の砂漠化の状況、緑化の可能性

及び問題についての調査（沢田）
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(2)日程及び訪問

A念イタリア

FAO P『 andP Divis1on 

B幼ニジェール

水利開発公社 (0

②農地整備公

③水利環境

④ニジュール国立農業研究所 (INRAN〉

⑤ ICRISATサヘリアンセンター

E. スペイン

① マドリッド植物園

ノー
さ

C, マリ

農村経済研究所 (l ER) 

②食用油料作物研究部 (SRC 

③コゴニ試験場

④ニジェール開発公社第 5地

⑤林業試験地

⑥サヘル畜産試験場

⑦砂粧公社 (SUKALA) 

D念 コートジボアール

①農業

②科学文化

③林業技術センター (CTFT)

④加工技術研究所 (ClRT) 

⑤果樹研究所 (!RF A) 

⑥西アフリカ稲作開発協会 (WARDA)

⑦サバンナ研究所 (!DE SSA) 

9月 4日

日

日

日

日

日

7
8
1
0
1
0
1
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月

月

月

月
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9

9
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日

日

日

日

日

日

日
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3

5

5

5

5
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ー

1

1

l

l

1

1

月

月

月

月

月

月

月

9
0
"
9
9
9
9
9
 ⑧ニジェール開発公社(Officede Niger) 9月16日

⑨果樹研究部 (SRFM) 9月17日

9月19日

9月19日

9月20日

9月21日

9月22日

9月24日

9月25日

9月28日
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(3) 面会者リスト

A. イタリア

S. F. Scott (Land & Water Dev. Div., FAO) 

G. Blaak (Crop & Grassland S., PPPDiv., FAO〉

Dat Van Tran (Rice agronomist, PPPDiv., FAO) 

G. G. M. Schul ten (Entomologist, PPPDi v., FA 

L.McCulloch (Migration Pests,PPPDiv.,FAO) 

F怠 Cambiaggi

T.Matsusato 

orestry Officer.PAO) 

ish. Res. & Env. Div,, FAO) 

B. ニジェール

A. Daoure (Sec. Gen., Mini st. Hyd. Env.) 

S. Issa 〈Dir.Plan., MHE〉

A.Salaou〈Dir.Surf. Wat., MHE) 

B. Hrahirn (Dir. Infra .• MHE) 
A.Vitiga (Dir.Fish.,MHE) 

A、Abdou (Ass. Dir々Env.,MHE) 

A. Hal idou {DG, ONAHA〉

S. Bawa (I NRAN所長）

M。Hassane(DRF, INRAN〉

A. M. B. Jagne (Reg. Adm .. ICRISAT Sahelian Cente 

S. 0. Okiror (Millet Imp. Pro., !CR!SAT SC} 

B. J. Ndunguru (Cowpea I mp. Pro. , I CR l SAT SC) 

M. V. K. Sivakumar (Agroclirnatologist, !CR!SAT S 

J. Q. H. Nguyen (!CR I SAT SC) 

村山忠ー （農用地整備公団）

滝口哲郎 （農用地整備公団）

岡本正也 （農用地整備公団）

小林 尚 （農用地整備公団）

H. Kouassi (農用地整備公団）
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Cやマリ

0. Tall (DG, lnstitut d'Economie Rural} 

N. Dembele {Economist, !ER) 

M. Traore (Plant physiologist, !ER} 

P.Dolo (SRCVO=Section des Recherches sur les Cultures 

Vivrieres et Oleagineuses) 

Y.O.Doumbia (Entomologist,SRCVO) 

Moro D. Traore (Chief, Kogoni St., SRCVO) 

M. K. Kei ta (Chemist, SRCVO) 

B.Keita (Chemist,SRCVO) 

A.Y.Maiya (lRU,SRCVO) 

S.Sidibe (SRFM=Fruit and legumes) 

J.M. Dakouo (Forest. Res. Sta., Niono, Segou) 

M. Traore (Sahel Stat.. Niono, Segou) 

野田城照 （日本工営 バギンダ事務所）

山田耕三 （日本工営 バギンダ事務所）

l. Diarra (日本工営 バギンダ事務所）

M. Toure (日本工営 バギンダ事務所）

D. コートジボアール

稲田幸三

斎藤直樹

清水修

三沢龍郎

山本義輝

（日本大使館 ー等書記官）

（日本大使館 ー等書記官）

（農業省 JI CA派遣専門家）

(J I CA派遣専門家、農業機械プロジェクト）

(J I CA派遣専門家、農業機械プロジェクト）

Y.K.Albert (Councellor,Ministry of Science and Culture) 

E.R. Terry {DG.WARDA) 

P. J. Matlon (Director, Res. Div .. WARDA) 

G. B. MacNei 1 (Di rector, Adm.Fin., WAR DA) 

K. Miezan (Geneticist, WARDA) 

K. Gol i (DG. IDESSA) 

S. Tr a ore (Chief, Food Crops Div .• ID ESSA) 
B.Mallet (CTFT) 

E.Malezieux (IRFA (Fruit)-CIRAD) 

B.Dole (IRFA-CIRAD) 

A.Kamenan (CIRT=Centre lvoirien de Recherches Technolo 

giques) 
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c
乙 アフリカ

ニジェー

の し
J

域）

クツーからニアメー〈Niamey〉の区間では，涸川のみが合流するため，ニ

マメーの流況はピーク流量がさらに約1カ月遅く出現するほかは， トンブクツーの

それとほとんど変わらない（図3.1にニアメーからバーロ (Baro)の区間では，アリ

ボリ (Ali bor i)河のような支流が次々と流入し始める。これらの支流の出水期は6

月~10月であるため，ニジェール河本川の流量ピークの時期もこれとほぼ一致す

るようになる（図3.2)。乾季における流出量がかなり高くなっているのは， この地

方でブラソクフラッド (BlackFlood)として知られる上流域からの洪水が到逹する

めである（図3.2のハ y チ部）。なお，プラックフラソドに対して，ニアメーの下

流域から流入するものはホワイトフラ，J ドと呼ばれている。この区間には巨大な

カインジダム湖があり，調整が行われているため，ダム下流域では流況が大きく

変化している。その後，ベヌエ (Benue)河が合流し，広大な三角州を形成してギニ

ア湾へ至る。ベヌエ河合流点と三角州の間にあるオニチャ (Onitsha)における流況

は図3.2に示す。
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②ニジニール河をめぐる国際協

ニジェール河は西アフリカの 燥地域にとって貴重な水の供給源であり，

，関係固の間で調和のとれた水源開発

と雇漑

［マリ］

,fャトe) により， ニジェール河の

ニアメー法）が制定された。

ger River Co罰mission)の設置に関する協定が結ばれてい

機構 (NBA)が設置されている。ニジェ

来の高水を利用した伝統的浮稲農法が基本であり｝

てきた。また，近代的灌漑施設が整った耕地は，本

におけるダムプロジェクトの下流においてのみ

つ地域では，普通政府の管理組織により管理さ

マリにおける降雨量は，南部では1,4 00mmであるか，北部にいくに従って少なく

り， 200mm以下となっている。気候帯もこの降雨分布に応じて，ギニア， スーダ

ン，サヘル，砂漠と南から北へ変化している。主要河川はニジェール河とセネ

ル河てあり， この国の農業開発はこの両水系の開発いかんにかかっている。

に，ニジニール河沿岸にはセクーとトンブクツーの間に広大な内陸テルタ

あり， 1929年以来綿，水稲を対象とした約100万haの開発を目的とする湘漑計画か

されてきた。計画は大幅に遅れ，現在までの開発面積は約 6万haに過ぎない。

これはニジェール計画と呼ばれ，ニジェール公社 (ON:Officedu Niger)により進

マリで実施されている灌漑計圃の中で最大のものである。

としては， 1929年に完成したソツバ (Sotuba)ダム， 1948年完成のマルカ

ka la)堰があるが，最近さらに上流の支流サンカラニ河に建設されたセレン

ダムにより， より安定した水資源の確保が可能となっている。この他のポテン

シャルの高い濯漑計画として，セグ米作開発計画 (35,000ha)房モプティ米作開

画(18,000ha), バギンダ開発計画 (3,300ha)がある。いずれもセレンケダムの完

成に伴う渇水期流量の増加の恩恵を受ける計画であり，灌漑面積の拡大と栽培作

物の二期作化あるいは二毛作化が可能となる。

灌漑耕地面積は約35万haと推定され，灌漑耕地率は17%となっている。マリに

ける淮漑形態として以下のものが挙げられる。

(a)大規模灌漑： 河川に頭首工あるいはポンプ場を設けて取水し，幹線水路，

線水路を経て灌漑地区に導水する典型的な方式のものである。灌漑地区内では

水は直接各圃場に給水されないで，田越しで導かれる。

(b)制御冠水灌漑 (controlledsubmersion) : 主要河川沿いで行われるもので，

-7-



的には堤防を築いて自

る。浮き稲の栽培などもこ

ポンプ揚水灌漑：

ある。筏にポン

しヽ のケ.,ーズ (Kayes)

（農家経済分析）

し， に活用する形態で

叶から

のもあり，

現状： 雨季作付面積1,42 lha, 農家数 818戸，平均経営規模1.7

画： 雨季作付面積2,400ha, 農家数2,000戸，平均経営規模1.2 

『現状及び将来の平均経営規模の収支』

A)粗収入

(1)農業粗収入

〈2)農外粗収人

B)総支出

(1)生産費

(2)生計費

(3)雑費

C) 農家余剰 (A- B) 

現状 (CFA) 将来 (CFA)

850,000 1,990,000 

750,000 1,890,000 

100,000 100,000 

800,000 1,610,000 

200,000 738,000 

600,000 720,000 

152, 000 

50,000 380,000 

-8-
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(‘ 元）

配1/77さ 500 

‘ゞ‘
i
 

ー、、←用水

q=3. 4 61 ?X/ 
水悴の

数： n=O. 035 

0. 8で除し

面 lOOha) 

q = 2. 0 liil Is/ha 

用

= 12mm/10d ( 

Od ( 

52% 

85%X 

50叩 i/3d

路までは

分割し，各区画に 5日間断のローテーショ

水利費としては，収量の約25%を

80% X二次用水路

7. 2haを6区圃に

《ニジェール （図3.4)》

この計画は， ニジェール河中流域デルタの開発計画であり， 1932年に設立され

ニジェール公社によって進められている。この地域は上流から運ばれてきた肥

沃な土壌に恵まれており，全体面積146. 6万haのうち 96万haを灌漑開発する計画で

ある。当初， 51万haに綿，残り 45万haに水稲を作付けする計画であった。しかし

ながら，厳しい国家財政のため現在までに，約 6万haの面積が開発されているに

過ぎない。土地利用は水稲作がほとんとで，あとはサトウキビが約5,OOOha作付さ

れている。このサトウキビのプランテーションは， 1985年に設立された砂糖公

(SUKALA) に移管され，管理されている（）

（稲作の現況）

90%以上が撒播直播で，移植は10%以下である。ほとんどが雨季作のみで，乾季

作はニオノのRetail地区で試験的に行っているだけである。雨季作の播種は6月

旬~7月中旬，移植は8月，収穫は 11~ 12月である。乾季作は冬季の低温を避け，

2月下旬の播種が試みられている。品種としては， BG90-2, BH2, Gombiaka, D523 

7などが採用されている。ニジェール公社の資料によれば，収量は約2.3 t/haであ

り，米の生産コストは約60CFA/kgである。米の公定価格は 125CFA/kgであるから，

生産コストは約50%である。 Retail地区の収量は，乾季作3.4t/ha, 雨季作5.6 t/h 
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aと高い。

（主要施設）

◎マルカラ

スパ

L 800訊

り堰板35枚）

） 

板は ~
J
 

99i 

延長 9km (マルカ

能力 15 

◎幹線水路：

（
＼
 s

 

）

／

 

3
 

罰

。
5
 

ー ¥,fr 

※コステオンゴイバ水路

長 19km

13圃3/s (現況）， 49m3/s(計画）

, OOOha (現況）

※マシナ水路

延長 20 km 

通水能力 35m3/s (現況）， 75正/s(計画）

益面積 15, OOOha (現況）

〈水管理及び施設の維持管理等）

はすべて国有地であり，ニジェール公社の区域内はすべて公社か管岬し

いる。従って，農民は公社と契約を結び耕作を行うこととなる。マルカラダム，

導水路，幹線水路 (235k開），二次水路 (720km), 排水路 (760km)の管理はニジ

ェール公社が行い，三次水路以降は「トン」と呼ばれる農民組織が管理すること

となっている。農民が公社に支払う水利費は，米400kg/ha/年（ただし， Retail

については米600kg/ha/年）である。地区内の水管理は極めて悪い状況にある。

特に管理用道路の劣悪さが，施設の維持管理を困難にし，多大の管理ロスを発生

させている。また，排水制御が非常に困難であることから，畑作には不向きで周

辺地域に塩類集積をもたらす危険がある。

(Retail地区の概要）

ニジェール公社により経営がなされている稲作農場で， 1987年現在の造成面積

1. 400haに対し， 37 9戸が入植している。土地の配分は 15~55オの男子 1人に対し，

lhaが割り当てられる。土地利用は，一期作のみが71%, 二期作が22%, 畑作（野菜

等）が7%となっている。圃場区画は30aが標準となっている。収量は他地区に比べ

て高く，乾季作3.4 t/ha, 雨季作5.6t/haである。生産コストは約50,000CFA/tて，
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このうち約 6割を肥料代が占める。農作業に対しては， 1人月額18,OOOCFAの

が支払われる。

（サトウキビ農場の経営）

農場は， Siri ba 1a(197 5年設

OOhaずつある。当初ニジェール公社か経営していた dゞ 9

糖会社）が経営を委譲されている。植え付けは 10月~2月の

~3月に収穫される。特に 10~12月が最も多忙な時期となる。

100mの5ha区画であり，畝間灌漑により 15日ローテーションて

は約80t/haで，生産コストは収穫量1t当り 10,OOOCFAである。

a使用し， うち400kg/haは尿素である。

［ニジェール】

ニジェールにおける降雨量は，南部で850mm北部ではほ

らスーダン，サヘル，砂漠と変化し，砂漠気候帯が国土

ジェール河はこの国の貴重な水資源であり，

岸には

の狭い

5, 03 5ha)が整備され，ポン

いる 0 また，年LOOOhaの造成が目標とされている。

. ,i万haと推定され，灌漑耕地率は0.4%に過ぎない。

《ONAHAによる農業開発》

履事業の実施機関であり，先進諸国等からの援助をベースとし

ている。開発後の管理はUNGという農民組合によって行われ，農民は

りの部分 (60~75%) を水利費等としてUNCに収めなけ

（ヌドゥンガ (N'dounga)地区）

のかな

この地区は， 1967~1978年にかけて中国の援助を受けて開発された， 560haの

田灌漑地区である。田面区画は 25aが標準である。水源はニジェール河に設置し

たポンプ場で，掲水量400¥XIsの電気ポンプが 4鱗裾えられている。最大時て 3

(1. 2m3 /s)を運転するが，通常は 2基 (0.8m刃s)だけ運転させる。当初水稲とナス，

ソルガム等畑作物との二毛作を行っていたが，最近は水稲の二期作を行っている。

種はBG系統が多く，収量は大体4t/haとのことであった。幹線用水路と二次用水

路はコンクリートライニングが施され，三次用水路は素堀りである。各圃場への

灌漑は 6日間断の 1週間ローテーションで行われ，各分水工地点には灌漑日を色

で指定する表示板が立てられている。聞き取りによれば，湘設時に約10cmの湛水

深を確保すれば 1週間後にちょうど湛水深が0cmとなるそうである（減水深16.7m 

ml日）。
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(2) セネガル

①水

セネ

ファ>(Baf i 

で｝ゞ コエ (Ba

なり，セネ

は，キニアの

河を源流

河と

つき数C罰と極めて小さく令

流が顕著である r

たり

セネ

ある。

はl:310と極めて

開発と灌漑形態

セネ

特に国土の大部分か降雨の

業生産地鬱こなっており，
心ビー " -さ

｝レ

¥c.。

この流域て実施済の計画としては，セネ

り完するバ

マリ東部

われていた。セネ

］の

なリチャード・トル (RichardToll)灌漑計圃かある。この計画はデルタ灌

とも呼ばれ，防潮堰を建設して海水の遡上を防くと共に，洪水をギエール

とし，沿岸の塩害地5,600haを水田化したものである c

の計画としては， OMVSによるマナンタリ (Manantali)多目的ダム

計画とディアマ (Diama)多目的ダム建設計画がある。前者はバフィン河流域マナン

タリに総貯水量111億m3のコンクリートダムを建設し，発電，灌漑，洪水調節

うものである。後者はサン・ルイの上流30kmのディアマ三角州に総貯水量10億m3

のフィルダムを建設し，淮漑と海水遡上を図るものである。この両計画の連動に

より，最終的には 303,500haの灌般が可能であるとされている。また，両計画には

欧州開発基金，アフリカ開発銀行，イスラム開発銀行， フランス，米国等から援

助が行われている。

セネガル河流域で最も代表的な灌漑形態は，マリのニジェール河沿岸でも見ら

れる自然の洪水を利用した制御冠水灌漑である。

セネガルにおいては，灌漑耕地面積は 1985年で17. 5万haと推定され，灌漑耕地

は約3.3%である。
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3) その他の流域

エール

できる。

②水利開発と灌漑

各国の水利開発の歴史は新しいが，水資源に恵まれており開発のポテンシャル

は比較的高いと思われる。しかしながら，過去に行われた開発では，発電か主で

酒漑は従であった。例えば，ボルタ河総合開発計画はアコソンボ (Akosombo)ダム

の建設によりボルタ湖（貯水量： L 480億m3)を出現させたが，水力発電（年54億kwh

）が主で濯漑は従となっている。従って，アクラ平野6万haの灌漑計画もボルタ湖

からの直接取水による重力灌漑ではなく，アコソンボダムの放水を揚水灌般する

方向で計画されている。リベリアとシェラレオーネ両国で計画されているマノ (M
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l'‘ 

N1 :--

Be: 1¥, 

-]~ 

.L 

Ba: i¥, . 

R i: リ

Se: t t方`ル河

Ga: 方e 1t'了

Ko:J王エ

閏：黒*ールタ

0 t: オ--了イ

〖 Y:J マト―

しC;[l]. ~ 

A

、
コ1

3
 h

i
 

を施している部分は、

が乾季を通して起こる

］り流域の地

3・5 西アフリカの河）Ii 
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（凡例）

阿川況且． 。
500 l, OOOlUll 

l. OOG ・記/s

100 mり's 以上

10 m'/s以上

1 m'/ s以上
□ 雨季の状態

にある地ぽ

河川名

Ni: こゾ r・-ル汎J Se: セネカ.)¥i?可
Be:,¥・i1河 閏：黒*')し夕河

Ba:11'こ河 R i: リマ河

Ko:HI河 Ot: か戸河

Ou: りiメ河 Go: J'、:n・・ぅ河

KY:Jマトぐりク,3ヘャ、河

Ga: が'/t, 了河

籾：白ぷ）し夕河

Ka: 方卜 4 りナ河

Mo:f:/河

Lo: oJ'J河

図 3・6 乾季に入ってから、 (a〉4:/J月目、 (b)6カ月目、

における西アフリカの河川の流況
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トしている

は

穿

g傘
ジボアール】

としては，最大の

ササンドラ〈Sas

ニア湾に江い
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(4) 

にも

べき

発に

高める努力をしな

1) 

貫したものとして捉え，

理解が低い場合が多いので，徹

⑤乾燥地域では，不適当な灌漑は塩類集積やウオーターロギング (Waterl ogg in 

の原因となり易いので計画に当たっては十分な対策が必要である。特に，

水施設の適正な配置と水管理に留意すべきである。また，用水計画上，溶脱用

水量 (leachingrequirement)を考慮する必要がある。

⑥灌漑開発に伴い水が媒介する疾病，風土病の発生が有り得るので，十分な防

疫対策が必要である。エジプトでは，アスワンハイダムおよび用水路開発によ

る巻貝を中間宿主とするビルハルツ住血吸虫の発生と伝染が挙げられる。また，
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いる
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(5) 

の

は8,000"'-'10努

クツーでは，

おける全流

る。

氾濫原の

り莫大な水量損失が生じている。この内陸デルタ

％にものぼるといわれている。

⑤ニアメーでの流況は，ピーク流量がさらに約 1ヵ月遅く出現するほかは， トン

ブクツーのそれとほとんど変わらない。

⑥ニアメーからバーロの区間では，アリボリ河のような支流が次々と流入し始

る。これらの支流の出水期は6月,.....,10月であるため，本川の流量もこの時期に

多くなり， 9"-'10月にピークが出現する。

ニジェール河沿岸における灌漑開発とその形態について，要約すれば次ぎの

とおりである。

①ニジェール河沿岸諸国の灌漑耕地率は，マリが17%,次いでギニアの4.4%, 以

下ナイジェリアが4%, ニジェールが0.4%となっており，極めて低い。

②ニジェール河沿岸における稲作は，従来の高水を利用した伝統的浮稲農法が

基本であり，高水敷において行われてきた。また，近代的灌施設が整った耕地

は，本川沿岸の高水敷，あるいは支流におけるダムプロジェクトの下流におい

てのみ存在する。

③整備された灌漑施設をもつ地域では，政府の管理組織により管理されている

-24 -



-25 -



3. 森林関連調査報告

(1) サヘル の森林問題概

アフリカ地帯には、もサハラ砂漠が広がっている。この周辺地域の砂漠化の拡

は問題としてよく取り上げられ，ており、その自然資源の過度な利用や、

、野生動植物種の減少、エロージョンの拡大、さらに燃料材の減

などによって、その生態系の質的低下が伝えられている。これらの地域の長期的

な開発には、保全と自然資源、とりわけ森林や灌木などの、合理的・計画的な利

用が不可欠である。

1等西アフリカ・サヘル地帯の

この砂漠は亜熱帯高気圧の下降気流が発達

る亜熱帯砂漠である。地球規模の気候変動の

ペルト地帯に生成されてい

けて、これまでにもその分

が交替してきた歴史を持っている。布域がかなり激しく変動しており、

その意味では、現在は今から 前に始まった乾燥期が続いている時代

と言われている。

サハラ砂漠の南縁は北緯 l6 ~ 1 8度の線にあり、その南にサヘル地帯と言わ

れる半乾燥地帯が広がっている。サヘルの規模は、西はモーリタニア南部から東

はチャド中南部及びスーダンまで東西に延び、南北は 190~290kmの輻で

ある。

降水量はサヘルから南に向かって増加しており、マリ共和国のトンブクトゥ

では年間降水量が 200mm程度の少雨地帯であるが、ギニア湾沿岸は 13 0 

Omm~l500mrnに達する多雨地帯である。サヘル地帯の雨季は 7~9月の

3カ月間で、降水の大部分はこの季節に集中する。降水量もさることなから、こ

の降水期間の短さも砂漠化の主要な気候要因である。

また、内陸部では年平均気温の格差は大きく、 8℃にもなり、乾季には日中気

温が 30~40度まで上昇し、草は殆と枯れてしまい、樹木は落葉する。

また、このような気候条件のため、植生は南に行くにしたがって、ステップか

らサバンナ地帯となり、点生する草本、灌木、疎林などがみられるようになり、

ギニア湾岸では残存する降雨林を見ることができる（表 1)。
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ス3

＼
 

ないc 都市化が進むにつれて、従来自給されていた薪炭材に対する

るようになってきた。幹線道路のあちこちに薪炭材が積まれ、 トラックを

っているのが見られる。サヘル地帯の薪炭材の状況は極めて深刻な状態であり、

はとんどの国で不足することになろう。

サヘル地帯の住民にとって、薪炭材の採集は、代替エネルギーもなく、現在の

ところ欠かすことのできないことである。従って、薪炭材の効率的な需要と供給

を図ることが必要であり、そのためには薪炭材の分布状況を正確に把握し、植林

を行って安定した供給を図っていくことが必要となっている。また、エネルギー

効率を上げるための竃の普及も各国政府が力を入れているところであり、キャン
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4. 

ている。

〉緑の防衛帯の叩以ヽ

2)調和のある土地利用の具体化、

3)拠点地域での農業お農村開発、

,1)拠点地域を結ぶ緑の回廊の構成、

5)森林及び水源地帯の保護

1) 緑の防衛帯の創設

緑の防衛帯は、西はセネガル川沿いからニジェール川中央部、さらにチャド湖

にいたる位置に創設する、総延長約 3500km、幅約 10 k rnで、 9カ国にま

がる緑地帯である（図 1) 。用いる樹種は、アカシア類、レモン類を主体とし、

川沿いやデルタ地帯などのきわめて湿気の多いところでは、ユーカリ類、プロソ

ピス類が適していると考えられている。

なお、サハラ砂漠の北、いわゆるマグレブ地域ではマツによる「緑の壁」が成

功し、現在も植林が続けられている。
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2)調和のある土地利用

サヘル地帯の土地利用は多様な形態をしており、その現況

があるとともに、効率的で秩序ある土地利用を目指した政策

収集する。

3)拠点地域における農業・農村開発

把握する必

し得る情報を

水資源や土地などの自然資源に比較的恵まれた農村を開発拠点地域とし、将来

性豊かな農村地域を建設する。開発の可能性の高いところから農村開発に着手し

て、その影響を拡大していくという構想である。ニジェール川流域における開発

の拠点地域は 56地域とし、それぞれの面積は約 lO O h aとしている。

また、ニジェール川流域は機能的にゾーニングすると、水源地帯、農耕地帯、

牧畜地帯、農耕・牧畜地帯、熱帯雨林地帯、砂漠地帯に区分され、それぞれの

色を生かした拠点作りが計画されている。

4)拠点地域を結ぶ緑の回廊

これは上記の農村開発を「点」から「線」に拡張することによって、生産性の

い土地利用が営めるように整備を充実させるものである。ここで言う緑は樹

に限らず、農耕地、草地も含めて考えている

5)森林及び水源地帯の保護

ニジェール川の流量は豊富であるが、年間における変動が大きい。水源地帯に

おける水資源のかん養と、ダムの建設による下流への流量調節により、水資源の

有効利用を図る。特に、水源地帯は、ニジェール川流域でも限られた森林資源地

帯であり、適切な森林管理を行う必要がある。

これらの基本的な砂漠化防止対策を遂行していくために、林業サイドからみる

と、まず何処から植林すべきなのか、何を植林すべきなのかを決定する必要があ

り、 9カ国にまたがる広域の森林計画法の開発と導入が必要となっている。特に、

海岸地域で恐れられているのは、サハラ砂漠からの風道ができてしまうことであ

る。北から南への風道ができると、それが東西方向に拡大し、森林植生と居住環

境に与える被害は計り知れないものとなると予想されている。最も有効的な造林

位置の決定法とその実行が待たれており、 「造林戦略」の遂行が必要である。
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〉COSSALTER, C.: Overview of ぐurrent forestr和 y

and future trends in Af『icasouth of the 

African agricultu『alresearch {SPMR), 

research 
• I c1a1 

987 

s1 tuation 

progra罰 fo『

2〉EditorG. F.: JAPON-SAHEL Ceinture verte pour le desert, JEUNE AFR! 

ECONOMIE No疇 134, pp, 58-59, 1990 

3)FAO: Role of forestry in combating desertification, FAO Conservation 

Guide 21, 1989 

4〉アフリカ

5)アフリカ第

6)農用地整備

：ニジェール共和国概要、外務省中東北アフリカ局、 1990

課：マリ共和国概要、外務省中東北アフリカ局、 1990

防止対策基礎調査（ニジェール川流域）報告書、 1990
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〈2〉 現地調査概

1' 西アフリカの

1 . 1 

アフリカは一般に次のような 5つの に分け ている

降 度

1) 1520mm以上 90 上

） ギニア 1000~ 1250罰罰 乾期(、 1月~8月）

80 (6月~9月）

00~ 1000mm 110 （乾期）

70 （ ） 

4) 几/ 候帯 巧uOC 罰罰 38度 （ ） 

32度 （ /ヽ ：ハルマッ

5) 250町m 雨期なし

1 . 2 

は の に じて のように け る。

1) 湿地、熱帯 グローブ林、熱帯雨林

2) ギニア愈サバンナ地帯 サバンナ地帯、樹木と高い

若干の樹木と丈の低い草3) スーダン倍サバンナ地

4) サヘル，サバンナ地帯 木と草

5〉 サハラ 砂漠、砂漠

1 . 3 農業

農業をとりまく環境閥題は次の 3点が上げられるが、このうち 1) と3) に関

して森林との関係が極めて深い

1〉 土地の荒廃 焼畑 ：休閑期無視

薪用材伐 ：人 増加

2) 悪疫 オンコセルシアシス（河川盲目病） ニジェール川

トリパノソーマ （眠り病） ツェッエバ‘エ

マラリア

住血吸虫

3) 緑の危機 風害等
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2, FAQ (ローマ）での調

燥地林

＂ Ms. rrancesca Camblaggl id Zone Forestry Officer) 

のような意見が伺えた。

1)森林樹種と地域のファーミングシステムとの関係確立

2)林業と農業の関係および人間と家畜の関係を十分に考慮する必要がある。

3) マメ科樹木（アカシア）が多目的樹種として貴重であるが、 2つの問題点

ある

①成長量が小さい ： 4~5m3,/ha (ユーカリで 2 0 m 3 /ha程度）

伐採後に天然更新しない

林（生産林、保護林）の開発行為には住民の選択が入るようにすること

5) サヘル地帯では保全

そのために木材 すること

(2割）

¥‘‘ b̂ 

している）。

ロジェクトの例

(l)USDPのNigerProject(プロジェクト

むマルチングのための樹種選択が重要課題である

念燃料材の不足が大きな社会問題となっている

燃料材か用材かの選択 ： Farming Systemとの絡みが大きい

燃料材の不足は日常的な家庭生活に影響か大きい。特に、女性か燃料材

めだけを担うようになり家をあけることが多く、冤その他の仕事か不可

となって、家庭生活に影響がでてきている 0

魯燃料材不足の原因は過放牧と気候である。

に対して

（制度化を

保護税〈 l ）。

R-85-009) 

気候的には降雨量が少ないこと (200~400mrn/年）と降雨が数

カ月に集中するため植林可能期間も短いことが、大きな原因

(2)USAIDのNigerProject 

• 森林の中に住居がある環境に重点を置いている

，森林管理のためには村民管理も必要

(3) FAQのKouli koro (MAL l) プロジェクト
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3. NIGERでの調査

3. 1 IN RAN (!nstitut National de Recherches八gronomoquesdu 

Nigerヽ 冷ニジェール国立農業研究所）

問 Mrゞ MoussaHassane, M. S. roforest 

1) 林業部の概要

業部設置： 1 9 7 5年

構成員 研究者： 2名、 テクニシャン： 3 

要な課題

(l)在来種、及び外来種の

(2)土壌と樹木の関係

(3〉土壌保全 （風と水）

また、 19 8 5年以降の新たな対応課題として次の 2つがある

(4) 国有林管理

魯砂漠化と人間活動の関係分析

• 在来種の灌漑：ユーカリ植林から在来種の植林へ方向転換を計っている

(5) アクロフォレストリー

I CRAF (ケニア）、ナイジェリア、ブルキナ、セネガルと共同で研

している。

近もたれ

1989. 12 

1990. 3 

議には次のものがある。

アグロフォレストリー

ー、国—システムの｀

システム（伝統的アクロ

ことを決めた

ステム会議（プルキナファソ）

（ニアメ会議）、また、ニジェール川

ォレストリー）を川沿いに展開する

植林

植林と耕作を同時に開始し、植林後匝りを囲

ニームの木は 4年間耕作の後、 5~6mに成長し樹木が陰を落とす

ようになり '4年後には農業生産が落ちるため、他の場所に移るか、

枝を伐って光を得るようにする

2)林業部の具体的な研究内

(l) 遺伝資源プロジェクト

種の選択 ユーカリではcamadulensisが最良とされている

乾燥年に燃料材が不足するため CTFT/フランスとユーカリの研究を

行っている。成長量は、灌漑地で 20 m3 /ha年、それ以外で 4~6 m3 

//ha年である

• 在来種の研究も行っているが遺伝学の専門家はいない
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2〉土壌と樹木の

の発達：

法 ： ドロ

ている。

いかが農耕との

、スプリンクラ

・蒸発

(3) 国有

毬伐採

選択

らノ 灌漑水量を

採

になるとともに

られている

（根元か 50 Cmか）

やって来る。

ではAcaciaArbidaが最善である

ニーム ： 農家は防風林として境界部に植える

るが農家では奸まれていない

ユ如一

(4) アグロフォレストリー

釜アリークロ，j ピング (Alleycraping)では家畜用樹種としてしeuca罰

しeucocephalaがあるが葉にmimosineを含む

試験でアカシアの種の前処理として、種を 24 

くと 80~90%の発芽率が得られ、塩酸 20 %に 20分間漬けて

くと 50~70%の発芽率となることがわかっ 1~O

。種の保存の影響試験では 5年後でもアカシアは高い

ニームは発芽率が低下する。

られる iゞ -,,

• 砂漠化問題も林業部で対応したいとの意向がある。ニジェールの

は 100~800mmで、人口の多くは農村部に住み、乾燥害と風害を受

けている。

3 , 2 ニジェールのプロジェクト例

1) ニジェール川プロジェクト：環境と水文の問題が重要となっている

環境では、砂漠化防止が最大の問題であり、砂漠移動防止としての植林を

主体とする森林管理が行われている

水文では、水文施設の拡充に重点をおき、流域管理としてのダム建設と飲

料水の確保を目的としている

2) イダプロジェクト： 天然吏新と資源管理を中心に世界銀行融資で行われて

いる。

土壌と森林管理関係では、燃料材の供給と建築材供給の為の植林事業及び

林業研究が行われている。 第 1期 (1978~1979)と第 2期 (1990)を合わせて
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2 4 0 haの灌漑地の植林（ユーカリ）

での協力を関係機関に要望しており、

植林地の管理のための

は計画中である。

面

ァローヌ

管理とをにらんだ ス～‘‘
 

i, 
ー

て
~r 

、}’ ッセルボティ

の自然資源（

しての住民参加

3 I CR  I SAT ( 

林 理

ロジェクト：

ロジェクトである

由である

では次のこ

¥
）
 

例である。 に,, 研修

られるこ

られており、

ジェクト であ

測： 降雨予測に衛星データの使用を考えているがその韮礎

となる降雨量観測データは 90年間分かある

2) アグロフォレストリー及び経済分

オーストラリア産アカシア（アカシア・オロセアル）の利用法、ニーム

の利用法, rotatlnと肥料、 Acaciaarbida (Gao)の利用等を研究している

3) 果樹栽培試験： マンゴ、パパイヤ、グレープフルーツ等の試

4) 風害防止研究： 砂は 60度にもなり、かぶさった砂のために植物

ぬので、重要な研究となっている。 SandTrapを設け、砂の移動量を計測し

ている。
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4ゆ MALIでの調査

4, L I E Fく〈 lnstitut d'Economie Rurale 

1960年に され、農業・ • 林業と

あったか、 1981年に

(l) I E R 

〈2)動物・林業凶水文研究所

さらに、 1987年に改組し、再統

っている。

究所）

モニタリングの部

゜

されて次の 5つの部門に大別され、現在に

(2) 

(3) 

(4) 農業システム

(5〉農村経済念計
A
 

4
9
 

ヽ

要になってい匂 0

した課題であり、国立林業・水文• 砂

は認められているが実行されていない。

リモートセンシングセンターも建設予定（環境省）で、砂漠化モニタリング

を行う予定であるが、いずれの分野でも研究者の養成か必須となっている c

4. 2 SRCVO (熱帯農業 作物 所）

I RU (動物ぉ森林四水域生態部）を訪問

対応者： Dr. Abdeu Y. Maiga (Arnenagiste/Remote Sensing) 

課題は 2つに大別されている。

(1)動物

(2)森林、水域生態 ： 砂漠化問題を含む

8箇所に支所（試験地）があり、ソッパ (Sotuba)が最大規模で、その他に二

オノ、カイ、モプティなどが中心となっている。クリコロ (Koulikoro) では林産

業が盛んである。

1) プロジェクト例

(I)動物プロジェクト：

(2)森林プロジェクト：

牧畜、牛の健康 (USA ID) 

濯漑林棠 (Canadaと共同）

1974年からユーカリ、メリナ、ルセナの植林研究を行っている。チーク

は不適で植林は中止されている。

-38 -



2) Agro-ecology, Agro-・cl irnateに鵡づくゾーニング研究を計画中

その中でバマコ周辺の 20万分の 1の地図作成を計画している。

3〉リモートセンシングデータ及び G I Sの利用も行っている。 （確認はでき

なかった）

4 . 3 地 (ND1 4、 ら14km)

対応者：

職

面積

Mr. J.M. DAKOUO 

2名〈エンジニア、テクニシャン各 1

6 6 ha 

）
 

この試験地はi9 74年に設立

にカナダの

しかし、この造

見られるようになっている。

にカナダの援助によって研究を開始し

し、現在は予算がなく苗畑も放置され

しており、現在天然下種更新が林内で

林試験方法：次のような成果が得られている

(1) まず防風用の植林を行い、その後苗畑を整備し

〈2)197 5年からユーカリを植林 (l980、1985年に伐採を行った）

(3) 2年間灌漑を行っ

灌漑方法は Gravityで与えるのが最良で、ポケ，ノトでは風に弱くなる

(4)樹種はメリナ、ニーム、ユーカリ(camadul ens 1 s) 

(5)植栽間隔は次の 4種類が試験された

2rnX2m : 材質がペスト

•2. 5mx2. 5m  : 平均的

姿 3mX3m : 実用的にベストと考えられている

•4rnx4m : アグロフォレストリのため

(6)苗木の大きさの試験では次のような結果を得ている

2 5 cm : 可

5 0 cm 

1 m以上 ：根がじゃまで不適切

(7)植栽時期は雨季のはじめかよい
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COTE D' I VO  IREでの

は サ パ

には l2 0 0 

森林減少の主な

詞万m3,/年）と

ナで

haあっ

は万

われている。

5. 1 CT 
々—\,✓ I 

T
 

f
(
 

tre Techniqu Forestier Tropical、 セ‘

）
 

1̂ 
むも

,
i
 

t
 

a
文ー

§
数
~

吝

ぇ

ふ

｀
令，＂レ1
』'
・

に

林は用材

林管理では、

る40種ほどの樹木

れている。

（アカシア、

ごとに

利用されている。

ユーカリ等）のために打われアい

されている。林産では一

来種ではチークとメリナ こ
'~' 

農

ア

を

藝 ロフォレストリ研究は最近開始されたばかりである。

社 (DevelopmentAgricole) と共同して地域別に

っている。面積計は約1800ha(数百haの天然林を含む）である。

家の安定化〈Stabilisation)がアグロフォレストリの主目

のために、地力維持、燃料材生産及び、防風が重要な効果と考えら

レ｝

ある。そ

テ,"'ッ、'0o 

・研究所と事業公社との結び付きが強い (CTFTとSODEFOR) 

CTFTの研究成果を SODEFORが利用しており、約3000人の人を抱え

るSODEFORは年間約5000haの植林を予定している。世銀の援助を受けて

植林し、私企業が伐採している。約 2万人が現在森林事業に従事している

・GTZ （ドイツ）

ITTO 

メリナ、

も既に 7000haの植林を行っている。

JOFCAによるプロジェクトではチーク、

セブナなどが植林されている。

テルミナリア、 サンバ、
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CTFTのが、荘試騎

(:::1' .. }、ジず：y --/し）

アヒジャン近郊に残ろバンコ

の査（コー l::'ボア-")し）

2年 問の灌漑で成長した

林分の天然更新（マリ）

ー
ヽ

(‘ r 
（コ、---

l O)  l) } OJ試騎

｝、ジボア・-Jし）
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パオノ＜ブの花（ニジ"".••• .'l) 

S RCVO  (マリ）

マホガニーの並木のある研究所

（マリ）

・-42 -

ランの書き込汗わ

持つ f供達（ニシ :r. •·-)\) 

アカシアの葉を食べるヤギ

2年間の灌漑で成長した

林分（マリ）



林関係調査摘要

ロ-"マのド AOで西アフリカにおける森林問題の全体像に関する情報を収集の

、ヤマり％コ-・ トジ

サハラ砂漠の南部てぃ冷

ジョンの捉大などによって、その

な薪炭材の採集は、荒野の

の良い工不ルキー使用や植林の干ャ

のためには、財源不足がネックである。

際協カプロシェクトは数多く見られる。砂漠化防止対策に関するプロシェク

卜例を紹介する。砂漠化防止対策を林業サイドから見ると、最適な造林樹種と造

林地の選定法と、多国間にまたがる森林計画法の策定、さらには社会的な啓蒙活

動が必須と言える。

そのような中で潅漑による造林が成功した森林を見ることができたが、一般に

森林分野での研究環境は良いとは言えなじ。
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~

INRANの本部はニアメイ市の中心部、ニジェール河岸にある。私

した時はちょうど停電中で、隣の国際会議場の建物で会議中であった。 30分間は

ど所長の Dr.Sahadou BAWA の話を間いた。所長は 4年前の御子柴、内山の訪

を良く記憶しており、日本との共同研究には乗り気であった。なんと言っても問

題は経済的困難、資金難である。

INRANには海外青年協力隊員が 2名入っているが、何しろ資金繰りに苦し

んでいる状態なので、労賃、材料費、車燃料など試験、行動の一つ一つに金を要

求され困っているようであった。
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は "~ 4 工
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ON  AHA ( 

）はニアメイ市の南東郊外にあり、入口立〈には

で故障後に放置されたようなものかし＼っぱい

の説明を間いた。 ONAHA ( 

l 00名、作業員 300名、叶 400名の醜員を持ち、口心只J杜入口I)ヽ

'"'''咋ロ[J、インフラストラクチャー面、地域事務所によって構成される。

既にニジェール河沿しヽに、 12,000haを開発した。このうち、 6.000haは栃冷残り

は、 ミレ！卜、棉、ソ出ガム、野菜などであるという。将来計圃としては 14万ha

(27万ha) を開発したいとのことであったが、先宣つものは資金とのことであった（）

に伴い、マラリアあるいは住血吸虫による病気の問題が出て来るのではな

いかと間うと、マラリアについては水が淀もことが問題であり、水路の

ければ大きな障害にはならないとのことであった。住血吸虫については地域性が

あり、その点に留意すれば被害を防げるとのことであった。

ニジェール河沿いの Seberi の試験地の揚水ポンプ、用水路、圃場の稲を見た (J

試験地の一部に塩害の発生かあり、ニジェール大学と共同で研究を進めていると

しヽう。
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整 (JAL DA) 

(JAL D 八~ 〉はニア

63 km tこ)l・ ロデ

と闇い

マリの

の下に属する形になってい

コゴニ試験場、サヘ

I FR  ）
 

I E Rはバマコ市の中心冷農菓省の建物の中にある。所長の Dr.Omar TALLの

聞いた。 I ERは近いうちに INRAD (国立試験開発研究所）として改組

の予定とのことであった。所長は近くアメリカに行き、組織改組、研究プロジェ

クト実行の支援要請をしてくるのだとのことであっぃ。

SRCVO (食用・油脂作物研究部）

ハマコ市の東 7kmのソツバにある SRCVO (食用・油脂作籾研究部）を訪ね

Dr. P. Daloの説明を聞いた。マンゴーやネムの大木の並木のある敷地は伝統を感

じさせたが、道が水たまりだらけなのは予算の乏しさを感じさせた。

圃場ではミレット、ソルガム、 トウモロコシ、キマメ、ラッカセイなどの試験

をしていた。試験区は比較的整然と管理されていたが、道が舗装されていないた

め、車がたびたびぬかるみにはまった。その都度、大きな声で人が呼ばれると鳥

追いに厘われている子供逹が十人近くぞろぞろ集まってきて車の後ろを押した。
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ルガム、 トウモロコシ

80haある。オラ

は~ ニオ／に

いので、

゜
く、サヘル （ニオ~ ノ）に

゜
サヘル

サヘル 場はニオノ市にある c 所長の Dr.MotiboTraoreの

部、家畜育種部、アグロフォレストリ一部、総務

、 450haの敷地を持ち、牛 500頸の他、山羊、羊、ロバ

を食わせるため、水田70haを持っている。

精糖工

し・,た。

る（）

して

精糖工場は Dougabougouにある。 Mr.l suaの話を聞いた。工場は 1965年に設立

された。常勤識員 1500人、非常勤職員 5000-6000名で、 5-6haの圃場が 200プ

ロット、それが 2カ所あるので約2200ha、サトゥキビの生産は年間 20,OOOtであ

る。品種は 5品種使い、 10日に 1回、潅漑しているそうで、サトゥキビはよく出

来ていた。 10から 12月が操業の盛期で、 4~9月は工場を閉鎖するとの話であっ

。砂糖工場の近くに町が出来ており、市場、競技場など人が集まっていた。

-47 -



トジ の

ボア つ'-ボ',.よ, 

） 

SA  サバン ナ ）、

C I R （食

゜

(SR『M, I E R) 

→ ，l 9し、し—、さ ャン

） 

Dr.S.Sidibeの

いる()試験の

ゴスチゞヽ

くで，
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の Dr.八,Kamenan 

ふ1足月 ヽ

は、ヤムイモ、

〉
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I RF A （
 

）ぐ

IRFA （果樹試）

にある。フランスの ClRAD 

らパイナン，プルの試験に

の

ルの白 1:E、

などに取り

180令 OOOtあり

間かけている。

この試験地のパイナッ

してはハワイでの

ないものが多いという。

八uguededou試験地の北約15にに Azaguie試験地があり、

テイン、バナナ、アボカド、マンゴスチンなどの

2人しかおらず、柑橘、プランテイン

バナナとプランテインの品種保存は
ヽ

ラ

も

と

゜

ごゞぶ
8

e
 

＜
 `
 

’̀ 

’
 

の

の

I D E S S A （サバンナ研 所）

IDESSA(サバンナ研究所）の本部はバマコ

K. Go 1 iの話を聞いた。 IDESSAは4部より

物（棉、サトウキビ、他）、養魚、畜産である。

である。研究年報はまだ出版していない。 Goli 

ち、育種への力を少し抜いて栽培、防除、普及を

ち晶種は既に充分にあるというのである。

アフリカで米の消費が急速に伸びている一つの要因は、ミレットなどに比べて

調理が楽であるからである。しかし、米価は 160 CFA/kg (約84円/kg) であり、9

に安く抑えられているので、生産者の側から見れば、困難な状況である。

IDESSAは、 WB、 EC、フランスの FED, FACなどと共同のプロジ

ェクトを行っている。

IDES SAの食用作物部はバマコ市の南にあった。食

S. Traoreの説明を聞いた。コート、ンボアールでは南に行く程、また西に寄る，I土ヽ

降雨量が多い。南から順に南部，中部、北部とすると、南部では年間 600-2000

mm、中部では 1100mm、北部では 1200-1300mmの降雨がある。降雨の年間分布

は北部で単頂曲線であるが、中部では二頂曲線である。北部では穀物（トゥモロ

コシ、 ミレソト、ソルガム）が栽培される。稲は北西部に多い。中部では主にヤ

ムイモが栽培される。食用作物部は 4科を持っている。穀物科、地下作物科、野

菜科、作付体系科である。世界銀行が推奨する Adaptiveresearchを行っている。

いろいろの技術をパッケージとして普及できるようにしている。

の東にあ

それらは

者は73

は、白声ヽ

視したいと

のDr

-49 -



WAR a
ミ、
4

A‘ i
ふ

~, Ii . 占
./ J . タゞ

にある

いだ., W A  RDAの主冗任務は

の研究者養成を［］指している

(Continuum 〉、潅漑水稲、マングロー

(Continuum) を、灌鳳水稲は

はシェーラレオネのロク

は、資金が打ち切られそうな雲行き

て有力な品種か育成されつつあ~:

として予算が厳しくなり、 WAR

し＼＇ては汀初予算 800万ドルのところ実績 640万トルで只i

は当初要求 960万ドルのところ実績見込み 680万卜 it,

した糾織整備が遅れる見込みとの話であった。 WAR

に次＼＼で日本が 2番目となっており、いろんな点で日不の

ると、アビジャンの日本大使館筋ではお考えのようてあ

には J I C Aから 1名の方が派遣されている。

CGIARの内部の調整で、西アフリカの稲につい

止め、 WARDAに移管することとされているが、

ないという。 WARDAは新しい機関として研究者を

フランス、インドなどで採用試験を行っているという。

建設中の敷地と圃場を見学した。プレハプの研究棟は既にできており、圃場に

は陸稲が栽培されていたが、本館の建設はこれからというところであった。敷地

の一角に大きな美しい人造湖があった。

詞 Matlon の話では、土着のイボアール人は水田にはいらないが、外来の

キナファソ人は水田に入るという。

はCG I八 R
"7~· 

な)'-・

l "'"' し"・"コ

の

）レ

おわりに

今回の旅行で苦しかった点の一つは、先に御子柴、内山、笹野などが調査に

れていたため、相手側から共同研究の具体化を求められたことである。訪問した

3カ国の研究機関は、いずれも資金繰りに苦しんでおり、日本との共同研究を強

く望んでいた。熱研は、現在、 I I TA  (国際熱帯農業研究所）と IL RAD ( 

国際家畜疫病研究所）にそれぞれ 1名、計 2名を派遣しており、この数は急激に

は伸びないことを説明した。
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摘

1さ アフリカにおける主名な

ム、イネ、カウビ

の

シ、ソル

ングロー

l W'" 

3 s 

ヽ

アジア

は、パールミレット

ピーナ、j ツなとで

アフリカ稲(

られてし＼

ヽ

タイプがある。

za sativa) に置き

2. ISC (!CRISATSahelianCenter) ではミレッ

ョコマメ、キマメを研究対象としている。

WAR DA  (西アフリカ稲開発協会）では、

としている。

IDES SA(サバンナ研究所、ファケ）ではヤ

っていたが、小規模で育種も弱体であっ

コートジボアールの果樹の育種は、

ルの試験地は良く整備さ

き、非常に弱体であった。

4. ニジェール、

の欠乏から

5. 

マリ、

な

アピジャンの生活環境は良く、

良い。 WARDAへの派遣について、

派遣の形が良いと考えておら
。

ス
A
0
 ン

。
ぢが 1

... " 、~. I'- ヽ

コートジボアール、各国の

来ない状態にあっ
゜

ニアメイ、バマコ、

アビジャンの日

パ/

+5 `
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r
 t4 

‘々＜
 

ー
し

ロ

6含潅漑農業（水田作）は大きなポテンシャルを狩つ、；、

伝統がないことから、過去に中国、台湾のプロジェクトの

た経緯がある。

姿

丁＇

ロコ

ブ

8
＼

し

ゞ

し
、
；

r
,
 

r
t
 

,
l
 

）
 

ふ生

7. I I TAでも、 ICR I SATでも、 FarmingSystems Researchという

方を改め、 ResourceManagementの呼称に替えている。これは最近の

nabi 1i ty重視の趨勢の反映であろう。

の

し＼

Sustai-
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1990 

Climat de Niamey 

-54 -



フリカ 1 Cl 

八. 198 0 

196 

1986 

1990 乳

1990 lNR 

、1988 IER 

りnualReport 9名り

IS 19 9 <¥nalyse du 

,
l
 

ヽ

ure 

, ona 1 de redw『cheagronz耀

コ
日

ートジポアー

lDESSA 1990 lnsti tut des Savanes lDESSA 

C iRT 199 0 要覧

CTF'『-・Cl 1989 Rapport Annuel D'ac tivi tes 

990 ブアケ市地図

L WARDA 

WARDA 1988 

WARDA 1989 

WARDA 1989 

WARDA 19 90 

WARDA 1990 

WARDAや sStrategic Plan:1990-か 2000

988 Annual Report 

WARDA's Medium-term Implementation Plan 1990-94 

WARDA in transition. Highlights 1988--89 

A proposal for funding to support Japanese scientists 

in visiting and training capacities at WARDA 

WARDA 1990 Director General's Newsletter 

WARDA 1990 WARDA Resource Projections 1990-1994 

-55 -



um罰ary

In旦,irrigation and forestatiしrnin Niger,Mali and Coted'!vo1reも

st tour to agr、icuitu了ean』 fo ry earch i、nstltutionツ・

Kunio Hamamu『a

Yoshi nobぃKita胃且了a

Haruo Sawada s
 

t
 

f
,
5
 

お

4u
 

d
 。rL 

f,~

, ~
~
 

了

t

e

e

s

 

t

t

e

 

n

n

r

 

e
e
o
)
 

c

じ
~

9

合

S
o
s
j
d
 

e

e

n

 

R

R

a

 

る

やr
i
rょ

y

g

g

r

 

A

A

t

 

さ

S

S

nyム

D

k

e

o

o

r

 

r

r

o

 [r 

f
 

,~ 

Res. Inst. 

F了omSepし3rd to 30th,199 

1. The following institutions and related organizations were visited; 
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WARDA : West Africa Rice Develop;nent Association. 
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